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コンピテンシー 日本語訳 習得方法（学習方略）

グローバルヘルス知識

グローバル・ヘルス領域で求められる知識と、それらを複雑な国際保健関連活動に活かせる技能を

有する。自らの行動の目的と成果を省察し分析する。

本プログラム必須履修科目（特に

旧

旧

旧

旧 ）において、実際の の問題解

決学習の課程で自己・グループ学習を行う。 に

で、理解・応用のために系統的・包括的な学習

機会が必要と思われる下記トピックについては、本プ

ログラム必須履修科目（特に

旧 ）において学習機会を用意し補完す

る。

・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

・ 

関連する人文社会科学知識

政治経済哲学に関する高度な理解を有し、それらを現実社会における健康科学関連の課題解決に活

用する。自身および自らのチームの行動の目的と成果を省察し分析する。

（系統的学習）

本プログラム必須履修科目（特に

旧

旧

旧 ）において、以下につき包括的学習

機会を用意する。

 西洋哲学（ ）

 政治・政策（ ）

・ 医療政策

・ 医療関連法規

・ 国際保健政策

 経済学（ ）

・ 医療経済学

 日本について、および比較文化社会学（ ）

（応用学習）

本プログラム履修科目（特に

旧

旧

旧

旧

）において、実際の の問題解決学習の課

程で自己・グループ学習を行う。 に

で、理解・応用のために系統的・包括的な学習機

会が必要と思われるトピックについては、適宜補

助講義などを用意し補完する。

語学力

語学力が劣る学生には、非常勤講師による特訓コース

を提供

異文化知識・能力

異文化知識・能力とは、「多様な文化的文脈におい

て効果的で適切なインタラクションを行うのを下

支えする認知的・情意的・行動的なスキルと特質の

集合」のことを言う。

知識（文化的自覚・文化的な世界観の枠組についての知識）

自身の文化的規則や偏見についての洞察をはっきりと述べている。歴史、価値観、政治、コミュニ

ケーションスタイル、経済、あるいは信条や実践に関し、自分と異なる文化の成員にとって重要な

要素が複雑であることについて、洗練された理解を示している。 

スキル（共感・言語的および非言語的コミュニケーション）

自身の世界観、および一つ以上の世界観の見方から異文化経験を解釈するとともに、異なる文化を

持つグループの感情を 

認識した支持的なやり方で行動できる能力を示している。言語的・非言語的コミュニケーションに

おける文化的差異についての複雑な理解を明確に述べている。また、それらの差異に基づきながら

共通理解を得るべくうまく交渉することができる。

態度（好奇心・オープンさ）

他の文化についての複雑な問いを投げかけ、これらの問いに対し多文化的な見方を投影した答えを

探し出し、それをはっきりと述べている。文化的に異なる他者とのインタラクションを自分から始

めて、それを発展させている。文化的に異なる他者とのインタラクションについて価値判断を保留

している。

本プログラム必須履修科目

旧 において基盤知識を獲得する。

多数設けられる学内外の外国人留学生との交流（グル

ープワークやワークショップも含む）機会に際して、

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期

的にメンタリングを行う。

海外留学中定期的に、および帰国後に、自己振返りと

問題設定を行い、それを繰り返す。定期的にメンタリ

ングを行う。

チームワーク

チームワークとは、個々のチームのメンバーの統制

のもとに行われる行動である（チームの課題に対す

る努力、他者との関わり方、チームで議論を行う際

の貢献の質と量）。

・ 

・ 

・ 

・ 

チームの話し合いへの貢献

代替的な考えや提案の長所を明確にすることで、チームが前に進むのを助ける。 

他のメンバーがチームに貢献することの促進

誰かが参加していない時には、そのことに気付き参加を促すとともに、他のメンバーの貢献を建設

的に積み重ねたり統合したりすることによって、チームのメンバーが話し合いに貢献するのを促進

する、というやり方で、彼らをチームの活動に参加させる。

チームの話し合い以外の場での個人的貢献

決められた課題を全て締め切りまでに完成させる。そして、その成果は徹底的かつ包括的でありプ

ロジェクトを前進させるものである。また、チームのメンバーが与えられた課題を自分と同レベル

の卓越性で完成させられるように率先して助ける。

建設的なチームの雰囲気の醸成

以下全てを行うことで、建設的なチームの雰囲気を支える。 

・ 礼儀正しく建設的なコミュニケーションを行うことで、チームのメンバーを丁重に扱う。 

・ チームやその作業に対する肯定的な態度を伝えるため、肯定的な話し方や書き方の調子、表情、

および（もしくは）ボディーランゲージを用いる。 

・ 課題の重要さや、それを遂行するチームの能力に対する自信を表明することで、チームメート

を動機づける。 

・ チームのメンバーに対して、支援および（もしくは）励ましを与える。

チーム内での対立への対応

破壊的な対立に直接言及し、チーム全体の結びつきや将来的な効果を高めるやりかたで、その対立

に取り組み解決することを建設的に助ける。

ファシリテーションスキルに関する 日程度のワーク

ショップを履修早期に開催する。

本プログラム必須履修科目中に多数設けられるグルー

プワーク機会において、常にチームメンバーとしての

建設的な貢献が求められる。グループワークを通して、

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期

的にメンタリングを行う。

マネジメントスキル
公平に適切な権限を委任し、定期的に目標と照らして進捗をモニタリングする。

マネジメントスキルに関する 日程度のワークショッ

プを履修早期に開催する。

本プログラム必須履修科目中に多数設けられるグルー

プワーク機会において、リーダーシップの発揮が求め

られる。グループワークを通して、自己振返りと問題

設定を行い、それを繰り返す。定期的にメンタリング

を行う。

リーダーシップスキル

所属するコミュニティにおいて変革を起こすロール・モデルとなる。そうした行動に伴う困難への

対処方法を理解している。

リーダーシップスキルに関する 日程度のワークショ

ップを履修早期に開催する。

本プログラム必須履修科目中に多数設けられるグルー

プワーク機会において、リーダーシップの発揮が求め

られる。グループワークを通して、自己振返りと問題

設定を行い、それを繰り返す。定期的にメンタリング

を行う。
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コンピテンシー 日本語訳 習得方法（学習方略）

批判的思考

批判的思考とは、ある意見や結論を受容したり案出

したりする前に、問題、アイデア、アーティファク

ト（人間の手で作り出された物）、出来事などを包

括的に探究するという特徴をもつ思考の習慣のこと

である。

課題説明

批判的に考えるべき課題や問題が、完全に理解するために必要となる重要な情報を伴って、明確

に記述され、包括的に説明されている。

エビデンス（視点や結論を検討するための情報選択・利用）

包括的な分析や統合を行うための情報を、十分な解釈や評価を伴い取得している。専門家の視点

を完全に批判的にとらえている。

文脈や仮定の影響

自己や他者の仮定を徹底的（体系的・方法論的）に分析し、見解を示す際、文脈の重要性を慎重

に評価している。

学生の見解（展望、主張または仮説）

想像力に富み課題の複雑さを考慮した具体的な見解（展望、主張または仮説）が示されている。

見解（展望、主張または仮説）の限界を認めており、他の視点と統合されている。

結論と関連する成果

結論や関連する成果が論理的で、学生の知識に基づいた評価や、優先順位を付けて議論されたエ

ビデンスや展望を提示する能力を反映している。

本プログラムにおけるすべての活動（グループワーク、相

互交流型講義、エッセイほか）において批判的思考にもと

づく意志判断と行動が求められる。

批判的思考に関するワークショップを履修早期に実施、そ

してその後も定期的に開催する。

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期的に

メンタリングを行う。

情報リテラシー

情報リテラシーは、情報がいつ必要なのかを知るた

めの能力であり、目の前の問題のために情報を同定

し、位置づけし、評価し、効果的で責任のある使用

や共有を行うことができる能力である。 

必要とされる情報の範囲の決定

リサーチクエスチョンやテーマの範囲を効果的に限定している。キー概念を効果的に決定できる。

選択された情報（ソース）を概念と直接に関連付けるか、直接リサーチクエスチョンに答えるか

している。

必要とされる情報へのアクセス

良くデザインされた検索方略で、最も適切な情報ソースを効果的に使用して情報にアクセスして

いる。

情報とそのソースの批判的な評価

自己と他者の仮定を徹底的（体系的・方法論的）に分析し、見解を示す際には文脈の関連性を慎

重に評価している。

特定の目的を達成するための、情報の効果的な活用

特定の目的を完全に達成するために、ソースからの情報を、深く明解に、発信し、組織化し、総

合している。

情報の論理的・法的なアクセスと使用

学生は、以下の情報使用方略の全てを正確に使用している（引用や出典の使用、パラフレーズ・

要約・引用の選択、もとの文脈にてらして正しいやり方で情報を使用すること、常識と帰属を必

要とする［＝誰のアイデアかを記すべき］アイデアとを区別すること）。また、公表された情報、

内密な情報、および（もしくは）所有権情報の使用に関する倫理的・法的な制限について十分理

解していることを示している。

本プログラムにおけるグループワークやエッセイ提出な

どに際して、その問題解決過程において、情報リテラシー

の理解とそれにもとづく行動が求められる。取組過程や発

表・提出されるプロダクトにもとづくチュータリング・全

体省察を通してこれら能力を洗練する。

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期的に

メンタリングを行う。

探求と分析

探究とは、情報に基づく結論や判断をもたらす論拠

（エビデンス）の収集と分析を通じて、論点、関心

事、作品（ワーク）について検討する体系立ったプ

ロセスである。分析とは、複雑なテーマや論点につ

いてより良く理解するために、それらをいくつかの

部分に分解するプロセスである。

テーマ選択

創造的で焦点化された扱いやすいテーマを選んでいて、重要である可能性があるがこれまでに検

討されていない側面を取り上げている。

これまでの知見・研究・観点

さまざまな観点やアプローチについて述べている、適切なソースからの詳細な情報を総合的に扱

っている。

デザインのプロセス

方法論や理論的な枠組みのすべての要素が巧みに説明されている。学問領域中からもしくは関連

する下位領域から、適切な方法論もしくは理論的な枠組みを総合的に扱うことができている。

分析

論拠を整理して総合的に扱い、問題の焦点に関連する洞察力に富んだパターン、違い、類似性を

明らかにしている。

結論

探究で得た結果から、論理的に既知の事柄のことから推定を行った結論を述べている。

限界点と示唆

適切で裏付けのある限界点と示唆について、洞察力に富んだ議論を詳細に行っている。

本プログラム必須履修科目中に多数も受けられる個人ま

たはグループでの問題解決演習、更にプロジェクト取組に

際して、その問題探求・分析・解決過程において、これら

能力にもとづく行動が求められる。取組過程や発表・提出

されるプロダクトにもとづくチュータリング・全体省察を

通してこれら能力を洗練する。

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期的に

メンタリングを行う。

読解

読解とは、「書き言葉との相互作用や関与を通して、

意味の抽出と構成を同時に行う過程」である。

理解

文脈や見方、教室で与えられた課題を越える問題、もしくは著者の明確なメッセージを越える問

題に対して、テキストが含意している可能性のあるものを認識している（例えば、より広範 

な問題を認識したり、著者のメッセージや説明に異議を唱えたりする）。

ジャンル

特定のテキストに関する一般的なニュアンスにもとづいた期待や読解方略をモニタリングした

り、調整したりしながら、ジャンルの内部もしくはジャンルを超えて、テキストを同定する能力

を用いている。

テキストとの関係（文脈の中でテキストの意味を構成すること）

さまざまな学問分野の内部で、また学問分野をまたがって、学問的な意味や関連性という点から

テキストを評価し、テキストの寄与や重要性にもとづいてその評価を行っている。

分析（部分的に、また全体的にテキストと相互作用を行うこと）

テキストや学問分野の内部で、またそれらをまたがって知識や見識を構築するために、観念やテ

キスト構造といったテキストの諸特徴を関連づけるための方略を評価している。

解釈（意味の青写真としてのテキストを理解すること）

適切な認識論的レンズを用いて読むことができるというだけでなく、学問分野やコミュニティの

読み手の内部、もしくはそれを超えたところで継続している対話の一部としての読解に参加す 

ることができるというエビデンスを示している。

読み手の声（テキストに関する学問的な対話に参加すること）

学問的な会話を進めたり続けたりするために、自立した知的、倫理的な性向をもって、テキスト

についての議論を行う。

本プログラムにおいて課される読解課題や、本プログラム

必須履修科目における関連資料の考察において、これら能

力の発揮が求められる。発表・提出されるエッセイなどに

もとづくチュータリング・全体省察を通してこれら能力を

洗練する。

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期的に

メンタリングを行う。

口頭コミュニケーション

口頭コミュニケーションとは、自分の知識を増し、

理解を深め、あるいは、聞き手の態度や価値観、信

念や、行動を変えることができるような、準備され

た、目的をもったプレゼンテーションのことである。

構造

構造的なパターン（具体的な導入と結論、文節で区切られた本文、つなぎ）が明確で、一貫して

みられ、上手く、プレゼンテーションの内容を互いに関連づけられている。

言葉

言葉の選び方が、想像力に富んでおり、印象的で、説得力があり、プレゼンテーションの効果を

増している。プレゼンテーションにおいて、聴衆に応じた言葉を選んでいる。

話し方

話術（姿勢、ジェスチャー、アイコンタクト、声の表現）が、プレゼンテーションを説得的にし

ており、話者が洗練され、自信のあるようにみえる。

サポート資料

多様なサポート資料（説明、例、図解、統計、比喩、関係ある権威筋からの引用）が、プレゼン

テーションを大いに支持し、あるいは、トピックに対する発表者の信憑性や権威を確立するよう

な情報や分析に対する言及を適切なものとしている。

中心的なメッセージ

中心的なメッセージが説得力をもっている（正確に述べ、適切に繰り返し、記憶に残るようなも

のであり、強く支持されている）。

口頭コミュニケーションに関する 日程度のワークショッ

プを履修早期に実施、そしてその後も定期的に開催する。

本プログラム必須履修科目や、ワークショップ、プロジェ

クト取組、海外留学経験の発表など、本プログラムでは常

に履修生に自身またはグループでの議論結果の口頭発表

を求める。発表内容にもとづくチュータリング・全体省察

を通してこれら能力を洗練する。

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期的に

メンタリングを行う。

文書コミュニケーション

文章コミュニケーションとは、文章作成（ライティ

ング）によって自分の考えを展開・表現することで

ある。文章コミュニケーションには、多くのジャン

ルと文体を使って書けるようになることが含まれ

る。また、多様な文章作成テクノロジーを使って書

くことや、テクスト・データ・イメージをうまくミ

ックスさせることなども含まれる。文章コミュニケ

ーション能力はカリキュラム全体を通じ、繰り返し

書く経験を重ねることによって発達する。

文章作成の文脈と目的（読者・目的や、課題をとりまく状況の考慮を含む）

文脈・読者・目的について完璧な理解を示し、それによって、与えられた課題に対応し、作品の

あらゆる要素に焦点をあてている。

内容の展開

適切で関連性があり説得力に富む内容を用いることによって、科目の習得ぶりを示すとともに、

書き手の理解したことを伝え、作品全体を形づくっている。

ジャンルと学問分野の約束事（特定の形式や学問分野の文章作成に期待される公式・非公式のル

ール）

特定の学問分野や文章作成課題に関連する広範な約束事（構成、内容、提示、書式、文体選択を

含む）に対し、細かい注意を向けうまく遂行している。

資料（ソース）と根拠（エビデンス）

当該の学問分野やジャンルにふさわしいアイデアを展開するために、質が高く、信頼でき、関連

性のある資料をうまく使いこなしている。

構文と技法を操ること

読み手に明確かつ流暢に意味を伝えることができる格調ある言葉遣いをしている。ほとんど全く

誤りがない。

文章コミュニケーションに関する 日程度のワークショッ

プを履修早期に実施、そしてその後も定期的に開催する。

本プログラム必須履修科目や、ワークショップ、プロジェ

クト取組、海外留学経験の発表など、本プログラムでは常

に履修生に自身またはグループでの議論結果の文章での

提出を求める。提出内容にもとづくチュータリング・全体

省察を通してこれら能力を洗練する。

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期的に

メンタリングを行う。

創造的思考

創造的思考とは、既存のアイデア、イメージや専門

的知識をオリジナルなやり方で結合し統合する能力

であり、また、高度な革新、拡散的思考、リスクテ

ーキングを特徴とする想像的なやり方で思考し、反

応し、作業する経験である。

リスクテーキング（個人的なリスク（困惑や拒絶を恐れること）、すなわち、課題をうまくやり

遂げること（例：課題の元々の規定要因をのりこえて進む、新しい材料と形式を導入する、論争

的な話題に取り組む、一般的ではないアイデアや解決方法を主張する）に失敗するリスクを含む。）

最終成果物となる課題に対して、未だ検証されておらず潜在的なリスクを含むような方向やアプ

ローチを積極的に追求し、最後までやり遂げている。

問題解決

論理的で首尾一貫した計画を作るだけではなく、解決方法の重要性を認識し、解決方法の選択理

由をはっきり説明することができている。

矛盾の受け入れ

代替的、拡散的、あるいは矛盾をはらんだ見方やアイデアを完全に統合している。

革新的な思考（アイデア・主張・問い・形式などの新奇性と独自性）

新奇な（あるいは独創的な）アイデア・問い・型・成果物を拡張して、新しい知識や境界を超え

る知識を創造している。

合併・統合・変換

アイデアや解決方法を全く新しい形式に変換している。

創造的思考に関するワークショップを履修早期に実施、そ

してその後も定期的に開催する。

本プログラム必須履修科目中に多数も受けられる個人ま

たはグループでの問題解決演習、更にプロジェクト取組に

際して、創造的思考力の発揮が求められる。取組過程や発

表・提出されるプロダクトにもとづくチュータリング・全

体省察を通してこれら能力を洗練する。

自己振返りと問題設定を行い、それを繰り返す。定期的に

メンタリングを行う。

 


